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平成２５年第３回竹原市議会定例会会議録 

 

平成２５年９月１１日開議 

  （平成２５年９月１１日） 

        

議席順 氏     名 出  欠 

１ 山  元  経  穂 出 席 

２ 高  重  洋  介 出 席 

３ 井  上  美 津 子 出 席 

４ 山  村  道  信 出 席 

５ 大  川  弘  雄 出 席 

６ 道  法  知  江 出 席 

７ 宮  原  忠  行 出 席 

８ 片  山  和  昭 出 席 

９ 北  元     豊 出 席 

１０ 稲  田  雅  士 出 席 

１１ 松  本     進 出 席 

１２ 吉  田     基 出 席 

１３ 脇  本  茂  紀 出 席 

１４ 小  坂  智  徳 出 席 

 

  職務のため議場に出席した者は、下記のとおりである 

    議会事務局長                   西 口 広 崇 

    議会事務局係長     住 田 昭 徳 
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説明のため議場に出席した者は、下記のとおりである 

 

職      名 氏    名 出 欠 

市         長 小 坂 政 司 出 席 

副    市    長 三 好 晶 伸 出 席 

教    育    長 竹 下 昌 憲 出 席 

総 務 部 長 今 榮 敏 彦 出 席 

総 務 課 長 桶 本 哲 也 出 席 

情 報 化 推 進 室 長 桶 本 哲 也 出 席 

企 画 政 策 課 長 福 田 吉 晴 出 席 

財 政 課 長 塚 原 一 俊 出 席 

税 務 課 長 沖 本   太 出 席 

会 計 管 理 者 前 本 憲 男 出 席 

監 査 委 員 事 務 局 長 木 村 忠 志 ― 

選挙管理委員会事務局長 今 榮 敏 彦 出 席 

市 民 生 活 部 長 谷 岡   亨 出 席 

市 民 健 康 課 長 森 野 隆 典 出 席 

まちづくり推進課長 宮 地 憲 二 出 席 

文 化 生 涯 学 習 室 長 堀 信 正 純 出 席 

忠 海 支 所 長 森 野 隆 典 出 席 

人 権 推 進 室 長 谷 岡   亨 出 席 

福 祉 課 長 平 田 康 宏 出 席 

子 ど も 福 祉 室 長 井 上 光 由 出 席 

建 設 産 業 部 長 後 藤 博 光 出 席 

産 業 振 興 課 長 中 川 隆 二 出 席 

商 工 観 光 室 長 國 川 昭 治 出 席 

建 設 課 長 大 田 哲 也 出 席 

都 市 整 備 課 長 有 本 圭 司 出 席 

区 画 整 理 室 長 有 本 圭 司 出 席 

上 下 水 道 課 長 沖 谷 秀 一 出 席 

農業委員会事務局長 中 川 隆 二 出 席 

教育委員会教育振興課長 久 重 雅 昭 出 席 

教育委員会学校教育課長 亀 井 伸 幸 出 席 

公 営 企 業 部 長 後 藤 博 光 出 席 
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付議事件は下記のとおりである        

 日程第 ４ 報告第 ８号 竹原市の健全化判断比率及び資金不足比率について 

 日程第 ５ 議案第５１号 市道路線の認定について 

 日程第 ６ 議案第５２号 竹原市税条例の一部を改正する条例案 

 日程第 ７ 議案第５３号 竹原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 

 日程第 ８ 議案第５４号 竹原市公共下水道事業受益者負担金及び分担金に関する条 

              例の一部を改正する条例案 

 日程第 ９ 議案第５５号 平成２４年度竹原市歳入歳出決算認定について 

 日程第１０ 議案第５６号 平成２４年度竹原市水道事業決算認定について 

 日程第１１ 議案第５７号 平成２５年度竹原市一般会計補正予算（第２号） 

 日程第１２ 議案第５８号 平成２５年度竹原市国民健康保険特別会計補正予算（第１ 

              号） 

 日程第１３ 議案第５９号 平成２５年度竹原市公共下水道事業特別会計補正予算（第 

              １号） 

 日程第１４ 議案第６０号 平成２５年度竹原市介護保険特別会計補正予算（第１号） 
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              午前１０時００分 開議 

議長（稲田雅士君） ただいまの出席議員１４名であります。定足数に達しておりますの

で、これより本日の会議を開きます。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第４ 

議長（稲田雅士君） 日程第４、報告第８号竹原市の健全化判断比率及び資金不足比率に

ついてを議題といたします。 

 事務局職員から報告文を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から報告理由の説明を求めます。 

 市長。 

市長（小坂政司君） 報告第８号竹原市の健全化判断比率及び資金不足比率について、御

説明を申し上げます。 

 本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の

規定により、本市の健全化判断比率及び資金不足比率について、監査委員の意見をつけて

議会へ報告するものであります。 

 まず、健全化判断比率のうち、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、実

質収支が黒字であり、比率なしとなっております。実質公債費比率につきましては８．

６％となっており、将来負担比率につきましては３０．５％となっております。 

 次に、資金不足比率につきましては、水道事業及び公共下水道事業ともに資金不足額が

ないため、比率なしとなっております。 

 なお、これらの比率が早期健全化基準を上回る場合、財政健全化計画の策定や外部監査

などが必要となりますが、本市の比率につきましてはいずれもこれを下回っております。 

 以上のとおり、健全化判断比率及び資金不足比率について御報告いたしますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第５ 
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議長（稲田雅士君） 日程第５、議案第５１号市道路線の認定についてを議題といたしま

す。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 議案第５１号市道路線の認定について、提案の理由を御説明申し上

げます。 

 本案は、道路法第８条第２項の規定により、市道路線を認定することについて議会の議

決を求めるものであります。 

 今回認定する路線は、開発行為許可によって新たに市道として認定する道路２路線であ

ります。 

 何とぞ慎重に御審議いただいた上、適切な御決定をお願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第６ 

議長（稲田雅士君） 日程第６、議案第５２号竹原市税条例の一部を改正する条例案を議

題といたします。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 
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議長（稲田雅士君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 議案第５２号竹原市税条例の一部を改正する条例案について、提案

の理由を御説明申し上げます。 

 本案は、地方税法の一部が改正されたことに伴い、必要な規定の整備を行うものであり

ます。 

 主な改正の内容といたしましては、まず平成２８年１０月１日以降の公的年金等に係る

所得に係る個人の市民税の特別徴収につきまして、特別徴収の対象となっている年金所得

者が賦課期日後に市の区域外に転出した場合においても、特別徴収を継続することとする

とともに、特別徴収の方法によって徴収する年金所得に係る仮特別徴収税額を、前年度分

の個人の市民税のうち前々年中の公的年金等に係る所得に係る所得割額及び均等割額の合

算額の２分の１に相当する額とするものであります。 

 次に、公社債等及び株式等に係る所得に対する課税につきまして、平成２８年１月１日

以降に納税義務者が支払いを受けるべき一定の特定公社債等の利子等について納税義務者

が申告した場合には、所得割の課税対象として、個人の市民税について１００分の３の税

率による分離課税とすることとするものであります。 

 また、株式等に係る譲渡所得等の分離課税について、上場株式等に係る譲渡所得等と非

上場株式等に係る譲渡所得等を別々の分離課税制度とした上で、特定公社債等及び上場株

式等に係る譲渡所得等の分離課税並びに一般公社債等及び非上場株式等に係る譲渡所得等

の分離課税に改組するものであります。 

 何とぞ、慎重に御審議いただいた上、適切な御決定をお願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第７ 

議長（稲田雅士君） 日程第７、議案第５３号竹原市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例案を議題といたします。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 議案第５３号竹原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案に

ついて、提案の理由を御説明申し上げます。 

 本案は、地方税法の一部が改正されたことに伴い、必要な規定の整備を行うものであり

ます。 

 主な改正の内容といたしましては、株式等に係る譲渡所得等の分離課税について、上場

株式等に係る譲渡所得等と非上場株式等に係る譲渡所得等を別々の分離課税制度とした上

で、特定公社債等及び上場株式等に係る譲渡所得等の分離課税並びに一般公社債等及び非

上場株式等に係る譲渡所得等の分離課税に改組されたことに伴い、必要な規定を整備する

ものであります。 

 何とぞ、慎重に御審議いただいた上、適切な御決定をお願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし
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た。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第８ 

議長（稲田雅士君） 日程第８、議案第５４号竹原市公共下水道事業受益者負担金及び分

担金に関する条例の一部を改正する条例案を議題といたします。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 議案第５４号竹原市公共下水道事業受益者負担金及び分担金に関す

る条例の一部を改正する条例案について、提案の理由を御説明申し上げます。 

 本案は、受益者が負担する負担金または分担金に係る延滞金の割合を引き下げるもので

あります。 

 改正の内容につきましては、下水道事業における受益者負担金及び分担金に係る延滞金

利率について、現在の低金利の状況を踏まえ、また地方税等においても延滞金利率の引き

下げが実施されている状況に鑑み、受益者の負担を軽減する観点から、地方税と同様に延

滞金の割合を引き下げる措置を実施することとするものであります。 

 何とぞ、慎重に御審議いただいた上、適切な御決定をお願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

         ―――――――――――――――――――――― 
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  日程第９・日程第１０ 

議長（稲田雅士君） お諮りいたします。 

 日程第９、議案第５５号平成２４年度竹原市歳入歳出決算認定について並びに日程第１

０、議案第５６号平成２４年度竹原市水道事業決算認定についてを一括議題といたしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） よって、２議案を一括議題とすることに決しました。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 平成２４年度の竹原市一般会計及び特別会計の歳入歳出決算につい

ては、地方自治法第２３３条第２項の規定により監査委員の審査に付したところ、平成２

５年８月２１日付をもちまして審査意見書を提出していただきましたので、同条第３項の

規定により議会の認定に付するものであります。 

 以下、各会計の決算の概要を御説明申し上げます。 

 一般会計決算から御説明をいたします。 

 歳入決算額は１２０億２，０２０万１，０００円で、予算現額に対する収入割合は９

０．５％であり、歳出決算額は１１６億３，９２２万２，０００円で、予算現額に対する

執行率は８７．６％であります。したがいまして、歳入歳出差し引き額は３億８，０９７

万９，０００円となり、このうち２億１，４９４万１，０００円を繰越明許費として平成

２５年度に繰り越す財源といたしております。 

 この歳入決算における科目別の主なものの概要でありますが、市税につきましては、予

算現額３８億４，５０６万８，０００円に対し、決算額は３８億５，９９４万９，０００

円となり、予算現額に対し１００．４％の収入率となっております。また、調定額４１億

７，７８４万２，０００円に対する収納率は９２．４％であり、なお多額の収入未済額が

ありますので、今後とも収納率向上に努めてまいります。 

 地方交付税につきましては、予算現額２４億２，５６７万円に対し、決算額は２５億

４，９７０万１，０００円となっております。 

 普通交付税の決算額につきましては２０億５，５４３万７，０００円、特別交付税の決

算額につきましては４億９，４２６万４，０００円であり、前年度と比較し普通交付税に
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おいて１，２１０万６，０００円の減、特別交付税において８９４万４，０００円の減と

なっております。 

 分担金及び負担金につきましては、予算現額２億７，６２６万６，０００円に対し、決

算額は２億７，３１７万５，０００円となっております。また、調定額２億７，９３７万

３，０００円に対する収納率は９７．８％で、収入未済額は６２０万円となっておりま

す。その主なものは保育所負担金であり、今後とも収納率向上に努めてまいります。 

 使用料及び手数料につきましては、予算現額１億２，１９８万８，０００円に対し、決

算額は１億１，８２２万９，０００円となっております。また、調定額１億３，４８２万

５，０００円に対する収納率は８７．７％で、収入未済額は１，６５９万６，０００円と

なっております。今後とも住宅使用料の収納率向上に一層努力してまいります。 

 国庫支出金につきましては、予算現額１５億６，０９８万円に対し、決算額は１２億９

２７万円となっておりますが、３億１，８８６万３，０００円については繰越明許費の特

定財源として翌年度へ繰り越しておりますので、予算額との差は３，２８４万７，０００

円になります。 

 県支出金につきましては、予算現額１３億９，７５４万１，０００円に対し、決算額は

１２億８，３５０万７，０００円となっておりますが、９，７５４万５，０００円につい

て繰越明許費の特定財源として翌年度へ繰り越しておりますので、予算額との差は１，６

４８万９，０００円になります。 

 繰入金につきましては、予算現額５億６，６８０万９，０００円に対し、決算額は３億

９，８１９万６，０００円となっております。これは財政調整基金繰入金１億２，７１４

万円の減などによるものであります。 

 市債につきましては、予算現額１７億２，２８５万円に対し、決算額は９億５，８８５

万円となっておりますが、６億５，１４０万円について繰越明許費の特定財源として翌年

度へ繰り越しておりますので、予算額との差は１億１，２６０万円になります。 

 次に、歳出でありますが、予算現額１３２億８，５２８万４，０００円に対し、決算額

は１１６億３，９２２万２，０００円となります。執行率は８７．６％でありますが、予

算現額のうち１２億８，２７４万９，０００円、率で９．７％について繰越明許費として

翌年度へ繰り越しておりますので、これを加算しますと９７．３％の執行率になります。 

 この歳出決算の科目別不用額５００万円以上の主な費用について、その概要を御説明い

たします。 
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 議会費につきましては、予算現額１億５，８０１万７，０００円に対し、決算額は１億

５，４９３万円となり、３０８万７，０００円の不用額であります。 

 総務費につきましては、予算現額１６億２，６５３万８，０００円に対し、決算額は１

４億２，１８３万２，０００円となり、２億４７０万６，０００円の不用額であります

が、翌年度へ１億３，８９２万３，０００円を繰り越しておりますので、実質６，５７８

万３，０００円の不用額であります。これは、一般管理費において公共交通施設バリアフ

リー化設備整備に対する補助金など１，７９３万１，０００円、電算管理費において通信

放送サービス開通業務に係る委託料など８７６万円の減が主なものであります。 

 民生費につきましては、予算現額４５億９９６万５，０００円に対し、決算額は４３億

１，７１７万１，０００円となり、１億９，２７９万４，０００円の不用額であります

が、翌年度へ８，６１９万８，０００円を繰り越しておりますので、実質１億６５９万

６，０００円の不用額であります。これは、社会福祉総務費において国民健康保険特別会

計などに対する繰出金１，７２９万５，０００円、障害者福祉費において介護給付費など

の扶助費１，６８５万５，０００円、老人福祉費において施設措置費に係る扶助費８１１

万３，０００円、児童福祉総務費において乳幼児医療費などの扶助費５７９万４，０００

円、保育所費において賃金６６１万８，０００円、生活保護費において各扶助費等の減に

よる扶助費１，７６４万７，０００円の減が主なものであります。 

 衛生費につきましては、予算現額８億６，２３２万９，０００円に対し、決算額は８億

９７８万７，０００円となり、５，２５４万２，０００円の不用額であります。これは、

成人病対策費において各種がんなどに対する検診委託料６０７万円、予防費において日本

脳炎などの予防接種委託料１，５０３万５，０００円、環境衛生費において合併処理浄化

槽設置整備事業などに対する補助金９７３万９，０００円、清掃総務費において広島中央

環境衛生組合に対する負担金６７６万３，０００円の減が主なものであります。 

 労働費においては、予算現額２億２，３５６万円に対し、決算額は２億１，９４７万

５，０００円となり、４０８万５，０００円の不用額であります。 

 農林水産費につきましては、予算現額５億８，４６１万９，０００円に対し、決算額は

５億６，６１５万円となり、１，８４６万９，０００円の不用額でありますが、翌年度へ

１，０２０万５，０００円を繰り越しておりますので、実質８２６万４，０００円の不用

額であります。 

 商工費につきましては、予算現額４億４，１１１万４，０００円に対し、決算額は４億
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３，８１７万８，０００円となり、２９３万６，０００円の不用額であります。 

 土木費につきましては、予算現額１７億９，７９２万９，０００円に対し、決算額は１

２億８，８５５万円となり、５億９３７万９，０００円の不用額でありますが、翌年度へ

４億６，０９０万８，０００円を繰り越しておりますので、実質４，８４７万１，０００

円の不用額であります。これは、公共下水道事業費において公共下水道事業特別会計に対

する繰出金１，７０４万５，０００円の減が主なものであります。 

 消防費においては、予算現額６億６，４９１万円に対し、決算額は５億２，６０８万

３，０００円となり、１億３，８８２万７，０００円の不用額でありますが、翌年度へ１

億１，４８５万７，０００円を繰り越しておりますので、実質２，３９７万円の不用額で

あります。これは、常備消防において常備消防事務に係る委託料６０７万１，０００円、

非常備消防費において消防団員の退職報償金６０８万３，０００円の減が主なものであり

ます。 

 教育費につきましては、予算現額１３億８，８７１万６，０００円に対し、決算額は８

億７，７２０万４，０００円となり、５億１，１５１万２，０００円の不用額であります

が、翌年度へ４億７，１６５万８，０００円を繰り越しておりますので、実質３，９８５

万４，０００円の不用額であります。 

 災害復旧費につきましては、予算現額３，９５２万１，０００円に対し、決算額は３，

７９４万７，０００円となり、１５７万４，０００円の不用額であります。 

 公債費につきましては、予算現額９億８，２７９万５，０００円に対し、決算額は９億

８，１９１万６，０００円となり、８７万９，０００円の不用額であります。 

 次に、国民健康保険特別会計について御説明を申し上げます。 

 歳入につきましては、予算現額３７億３３６万４，０００円に対し、決算額は３６億

４，３８３万３，０００円となります。５，９５３万１，０００円の減となっておりま

す。 

 国民健康保険税の収納状況につきましては、調定額９億５，５８７万３，０００円に対

し、決算額が６億８，４１７万８，０００円となり、収納率は７１．６％、収入未済額は

２億３，７６１万８，０００円となっております。国民健康保険税が保険給付の主要な財

源になることを踏まえ、今後も保険財政安定化のため、収納率向上に努めてまいります。 

 歳出につきましては、予算現額３７億３３６万４，０００円に対し、決算額は３６億

４，３２３万９，０００円となり、執行率９８．４％で、６，０１２万５，０００円の不
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用額であります。これは一般被保険者及び退職被保険者の療養給付費が見込みより減とな

ったことに伴う負担金３，０７３万５，０００円の減が主なものであります。 

 以上により、実質収支は５９万４，０００円の黒字決算になります。 

 次に、貸付資金特別会計について御説明をいたします。 

 歳入につきましては、予算現額１，６０１万６，０００円に対し、決算額は１，４０４

万７，０００円となり、１９６万９，０００円の減となっております。 

 そのうち、貸付金元利収入については、調定額６，３３７万６，０００円に対し、決算

額は１，３９５万１，０００円となり、収入未済額は４，９４２万５，０００円となって

おります。今後とも収納率の向上に努めてまいります。 

 歳出につきましては、予算現額１，６０１万６，０００円に対し、決算額は１，４０４

万７，０００円となり、執行率は８７．７％で、１９６万９，０００円の不用額でありま

す。 

 以上により、歳入歳出同額の決算となります。 

 次に、港湾事業特別会計について御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、予算現額４，３８５万２，０００円に対し、決算額は４，７９７

万円となり、４１１万８，０００円の増となっております。 

 歳出につきましては、予算現額４，３８５万２，０００円に対し、決算額は３，７８４

万６，０００円となり、執行率は８６．３％で、６００万６，０００円の不用額でありま

す。 

 以上により、実質収支は１，０１２万４，０００円の黒字決算となります。 

 次に、公共下水道事業特別会計について御説明をいたします。 

 歳入につきましては、予算現額７億６，９４０万８，０００円に対し、決算額は６億７

６０万７，０００円となっておりますが、国庫支出金７，３５０万円、市債７，５５０万

円について繰越明許費の特定財源として翌年度へ繰り越しておりますので、予算額との差

は１，２８０万１，０００円となります。 

 下水道受益者負担金の収納状況につきましては、調定額１，１１１万４，０００円に対

し、決算額が８３１万７，０００円となり、収納率は７４．８％で、収入未済額は２５７

万６，０００円となっております。 

 また、下水道使用料の収納状況につきましては、調定額５，３０２万１，０００円に対

し、決算額は５，１４８万４，０００円となり、収納率は９７．１％で、収入未済額は１
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５３万７，０００円となっております。 

 歳出につきましては、予算現額７億６，９４０万８，０００円に対し、決算額は６億３

６０万７，０００円となり、執行率は７８．５％でありますが、予算現額のうち１億５，

３００万円について繰越明許費として翌年度へ繰り越しておりますので、これを加算しま

すと９８．３％の執行率になります。１，２８０万１，０００円の不用額であります。 

 以上により歳入歳出同額の決算となります。 

 次に、公共用地先行取得事業特別会計について御説明をいたします。 

 本会計につきましては、公共用地の先行取得を必要とする事態が生じた場合、それに対

応するためのものでありますが、平成２４年度においてはそのような事態が生じなかった

ため、活用しなかったものであります。 

 次に、介護保険特別会計について御説明をいたします。 

 歳入につきましては、予算現額３２億７，５８１万６，０００円に対し、決算額は３２

億１，５３８万１，０００円となり、６，０４３万５，０００円の減となっております。 

 介護保険料の収納状況につきましては、調定額６億９４７万６，０００円に対し、決算

額が５億９，６４７万７，０００円となり、収納率は９７．９％で、収入未済額は６８７

万２，０００円となっております。介護保険料は保険給付の財源の一部となるものであ

り、被保険者間における公平負担の観点からも、収納率向上に努めてまいります。 

 歳出につきましては、予算現額３２億７，５８１万６，０００円に対し、決算額は３１

億９，７８２万７，０００円となり、執行率は９７．６％で、７，７９８万９，０００円

の不用額であります。これは、居宅または施設の介護サービス給付費に係る負担金１，７

３２万１，０００円、居宅介護サービス計画給付費に係る負担金８５０万円、介護予防サ

ービス給付費に係る負担金１，４２６万１，０００円、高額介護サービス支給費に係る負

担金８４８万円の減が主なものであります。 

 以上により、実質収支は１，７５５万４，０００円の黒字決算になります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について御説明をいたします。 

 歳入につきましては、予算現額４億１，２６５万４，０００円に対し、決算額は４億

１，１１７万７，０００円となり、１４７万７，０００円の減となっております。 

 後期高齢者医療保険料の収納状況につきましては、調定額２億９，９１９万２，０００

円に対し、決算額が２億９，７０１万２，０００円となり、収納率は９９．３％で、収入

未済額は１４１万９，０００円となっております。後期高齢者医療保険料は保険給付の財
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源の一部となるものであり、被保険者間における公平負担の観点からも、収納率向上に努

めてまいります。 

 歳出につきましては、予算現額４億１，２６５万４，０００円に対し、決算額は４億

１，０１０万６，０００円となり、執行率は９９．４％で、２５４万８，０００円の不用

額であります。 

 以上により、実質収支は１０７万１，０００円の黒字決算になります。 

 以上、各会計について決算の概要を御説明申し上げましたが、平成２４年度一般会計の

決算は、前年度と比較して約１．５％の減少となりました。 

 収支の状況につきましては、実質収支は昨年度に引き続き黒字となりましたが、単年度

収支は、市税や地方交付税などの一般財源収入が前年度と比較して減少したことなどによ

り赤字となりました。また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律で算定及び公表が

義務づけられた健全化判断比率など、各種財政指標は引き続き良好な値を示しております

が、経常収支比率につきましては経常的収入が減少するなどの影響により、２年連続で上

昇しました。 

 このような中で、今後において少子・高齢、人口減少社会の進展、多様化する市民ニー

ズへの対応、公共施設の老朽化など、本市を初め地方を取り巻く環境は急速に変化してお

り、これらの課題に対応するための経費の増加が見込まれております。 

 国においても、こうした厳しい状況に対応するため、中期財政計画において現在の経済

社会構造の変化を踏まえた税制のあり方の検討や高齢化によって拡大している社会保障費

についても改革を進めるとしており、地方にも国と同様に最大限の歳出削減を求めること

で国と地方を合わせた基礎的財政収支の赤字を削減するとしております。 

 こうしたことを踏まえ、本市の目指す将来像である「住みよさ実感 瀬戸内交流文化都

市 たけはら」の実現に向けた施策を推進するため、監査委員の審査意見書に十分配慮し

つつ、計画的で効率的な財政運営を推進し、引き続き持続可能な財政基盤の確立に向けた

取り組みを進めていく所存でございます。 

 何とぞ、慎重に御審議いただいた上、御認定のほどお願いを申し上げます。 

 次に、平成２４年度竹原市水道事業決算認定について、提案の理由を御説明申し上げま

す。 

 この決算の内容につきましては、去る７月２６日、監査委員の審査が終了いたしました

ので、ここに監査委員の審査意見書及び各種参考資料を添えて、地方公営企業法第３０条
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第４項の規定により議会の認定を求めるものであります。 

 決算の概要でありますが、まず損益勘定につきまして申し上げますと、消費税計算に伴

う税込み額で、収入総額７億７，３３８万５，０００円に対し、支出総額７億４，０７０

万２，０００円で、差し引き３，２６８万２，０００円の当年度利益を算出しております

が、税抜き額で申しますと、収入総額７億３，７０８万８，０００円に対し、支出総額７

億１，８５５万６，０００円で、差し引き１，８５３万２，０００円の当年度純利益を算

出いたしております。 

 その内訳といたしましては、まず収益でありますが、一般用では、前年度と比較し１万

２，０００立方メートル減少し、また工業用水については５万５，３００立方メートル増

加したことにより、給水収益全体で、前年度に比較して税抜き額で１，６９７万４，００

０円の増加となっております。 

 次に、支出につきましては、前年度に比較して費用が増加したものは、税抜き額で動力

費１９２万７，０００円、薬品代２２万円、資産減耗費１，２１２万４，０００円、受水

費４２６万円などであり、一方前年度に比較して費用が減少したものは、税抜き額で職員

給与費３８７万８，０００円、支払い利息３９１万４，０００円、減価償却費１３０万

８，０００円、修繕費１７５万８，０００円、材料費１３６万２，０００円などとなって

おり、前年度と比較し８５９万２，０００円の費用増加となっております。１立方メート

ル当たりの給水原価につきましては１３７円３５銭で、前年度と比較して５３銭の増加と

なっております。 

 次に、資本勘定について申し上げますと、税込み額で収入総額２，１４８万７，０００

円に対し、支出総額３億８，２１５万７，０００円で、差し引き３億６，０６６万９，０

００円の不足を生じておりますが、この補填財源といたしましては、減債積立金３，００

０万円、建設改良積立金１億６００万円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整

額１，４３２万円、過年度分損益勘定留保資金２６３万円及び当年度分損益勘定留保資金

２億７７１万８，０００円で補填経理をいたしております。 

 資本的支出の主な事業内容を申し上げますと、末友水源地改修工事及び防雷システム設

置工事及びテレメーター設置工事を初め、漏水防止対策及び老朽施設の更新事業の実施、

ポンプ施設、老朽配水管の布設がえなど、水源設備整備及び配水設備整備等、総額２億

８，５４３万１，０００円の工事を施工し、市内全般にわたり円滑な給水体制の確保に努

めてまいりました。 
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 その他、委託料４７６万７，０００円、量水器新設費５６万６，０００円、企業債償還

金８，１１５万９，０００円、固定資産購入費１，０２３万３，０００円をそれぞれ支出

経理をいたしております。 

 次に、資本的収入の主なものにつきましては、消火栓設置費負担金３００万円、竹原工

業流通団地負担金１，０７１万６，０００円、一般国道１８５号的場自歩道水道管移設７

７２万８，０００円をそれぞれ収入経理いたしております。 

 以上、収益的収支及び資本的収支の概要を御説明いたしました。 

 次に、財政状況につきましては、貸借対照表の内容を申し上げますと、資産総額４８億

２，７３６万２，０００円、負債総額３１億７１７万４，０００円、差し引き資本総額４

５億１，０１８万７，０００円となっております。 

 次に、剰余金処分といたしましては、当年度未処分利益剰余金４億６，９７８万１，０

００円のうち、減債積立金３，０００万円、建設改良積立金１億６００万円を処分案とい

たしております。 

 次に、監査委員より御指摘、要望のありました事項につきましては、その意を十分に酌

み取り、公営企業の基本原則にあります経済性を常に発揮するとともに、その本来の目的

である公共の福祉を増進するよう一層の努力を傾注する所存であります。 

 何とぞ、慎重に御審議いただいた上、御認定をいただきますようお願いを申し上げま

す。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

 まず、議案第５５号平成２４年度竹原市歳入歳出決算認定についての質疑を行います。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって議案第５５号平成２４年度竹原市歳入歳出決算認定に

ついての質疑を終結いたします。 

 次に、議案第５６号平成２４年度竹原市水道事業決算認定についての質疑を行います。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって議案第５６号平成２４年度竹原市水道事業決算認定に

ついての質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第５５号並びに議案第５６号については６名の委員

をもって構成する決算特別委員会を設置し、これに付託の上、閉会中の継続審査すること
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にいたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、議案第５５号並びに議案第５６号

については６名の委員をもって構成する決算特別委員会を設置し、これに付託の上、閉会

中の継続審査にすることを決しました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第

１項の規定により、議長によって山元経穂君、井上美津子君、山村道信君、大川弘雄君、

片山和昭君、松本進君、以上６名の諸君を指名したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました６名の

諸君を決算特別委員会委員に選任することに決しました。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第１１ 

議長（稲田雅士君） 日程第１１、議案第５７号平成２５年度竹原市一般会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 議案第５７号平成２５年度竹原市一般会計補正予算（第２号）につ

いて、その概要を御説明申し上げます。 

 今回の補正予算につきましては、給与の減額及び人事異動等に伴う人件費の過不足をほ

ぼ全款にわたり調整するほか、国県支出金等の精算に伴う返還金や７月上旬の大雨により

被災した各施設の復旧経費などを計上するものであります。 

 まず、歳出でありますが、議会費において、人件費１５２万４，０００円を減額計上し

ております。 

 総務費においては、人件費の減２，７３１万５，０００円、総務課一般事務に要する経

費として、訴訟費用１４４万９，０００円、国県支出金等精算に伴う返還に要する経費と

して、過年度返還金１，４６４万１，０００円、合わせて１，１２２万５，０００円を減
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額計上しております。 

 民生費においては、人件費の減３，２５２万８，０００円、特別会計歳入補填に要する

経費として、国民健康保険特別会計繰出金の減８８８万５，０００円、介護保険特別会計

繰出金の減３５１万９，０００円、合わせて４，４９３万２，０００円を減額計上してお

ります。 

 衛生費においては、人件費１，０２８万７，０００円を減額計上しております。 

 労務費においては、人件費７１万３，０００円を減額計上しております。 

 農林水産費においては、人件費の減８０６万９，０００円、樋門維持管理に要する経費

として、仮設ポンプなどの機器リース料１００万円、合わせて７０６万９，０００円を減

額計上しております。 

 商工費においては、人件費の減４９４万３，０００円、工業団地に要する経費として、

工業団地内の排水管改修や管理用道路の整備経費１，３００万円、合わせて８０５万７，

０００円を追加計上しております。 

 土木費においては、人件費の減６８９万３，０００円、特別会計繰り入れ補填に要する

経費として、公共下水道事業特別会計繰出金５３７万６，０００円、合わせて１５１万

７，０００円を減額計上しております。 

 教育費においては、人件費６２４万６，０００円を減額計上しております。 

 災害復旧費においては、７月上旬の大雨により被災した公共土木施設の災害復旧事業と

して、道路や河川の復旧経費３，６６８万円、農林水産施設の災害復旧事業として、林道

や農地などの復旧経費６０５万円、合わせて４，２７３万円を追加計上しております。 

 これに対し、歳入でありますが、歳出に係る特定財源として、県支出金２７３万円を減

額計上し、分担金及び負担金２９万３，０００円、国庫支出金２，０８７万７，０００

円、諸収入５６７万９，０００円、市債１，７１０万円を追加計上するとともに、一般財

源として財政調整基金繰入金７，３９４万５，０００円を減額計上し、収支の均衡をとっ

ております。 

 以上によって、歳入歳出それぞれ３，２７２万６，０００円を減額し、予算総額は歳入

歳出それぞれ１２０億６，９８１万９，０００円となるものであります。 

 何とぞ、慎重に御審議いただいた上、適切な御決定をお願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第１２ 

議長（稲田雅士君） 日程第１２、議案第５８号平成２５年度竹原市国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 議案第５８号平成２５年度竹原市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）について、その概要を御説明申し上げます。 

 まず、歳出でありますが、給与の減額及び人事異動等に伴い人件費について調整した結

果、８８８万５，０００円を減額計上しております。 

 諸支出金において、療養給付費等精算に伴う返還金に要する経費として、過年度返還金

９９８万４，０００円を追加計上しております。 

 これに対し、歳入でありますが、前年度繰越金５９万３，０００円、繰入金５０万６，

０００円を追加計上し、収支の均衡をとっております。 

 以上により、歳入歳出それぞれ１０９万９，０００円を追加し、予算総額は歳入歳出そ

れぞれ３６億６，８２８万５，０００円となるものであります。 

 何とぞ、慎重に御審議いただいた上、適切な御決定をお願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第１３ 

議長（稲田雅士君） 日程第１３、議案第５９号平成２５年度竹原市公共下水道事業特別

会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 議案第５９号平成２５年度竹原市公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）について、その概要を申し上げます。 

 まず歳出でありますが、給与の減額及び人事異動等に伴い人件費について調整した結果

４４７万３，０００円、一般事務に要する経費として、システム改修委託料９０万３，０

００円、合わせて５３７万６，０００円を追加計上しております。 

 これに対し、歳入でありますが、一般会計からの繰入金について５３７万６，０００円

を追加計上し、収支の均衡をとっております。 

 以上により、歳入歳出それぞれ５３７万６，０００円を追加し、予算総額は歳入歳出そ

れぞれ６億９，１１９万１，０００円となるものであります。 

 何とぞ、慎重に御審議いただいた上、適切な御決定をお願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 
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 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第１４ 

議長（稲田雅士君） 日程第１４、議案第６０号平成２５年度竹原市介護保険特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

市長（小坂政司君） 議案第６０号平成２５年度竹原市介護保険特別会計補正予算（第１

号）について、その概要を御説明申し上げます。 

 まず歳出でありますが、給与の減額及び人事異動等に伴い、人件費について調整した結

果２５４万４，０００円の減、地域包括ケア推進に要する経費として、研修旅費や備品購

入費など１４０万９，０００円、介護認定調査に要する経費として、システム改修委託料

４４万７，０００円、合わせて６８万８，０００円を減額計上しております。 

 諸支出金においては、介護給付費交付金等の返還に要する経費として、過年度返還金

１，６７５万２，０００円を追加計上しております。 

 これに対し、歳入でありますが、県支出金２８３万１，０００円、前年度繰越金１，６

７５万２，０００円を追加計上するとともに、一般会計から繰入金の３５１万９，０００

円を減額計上し、収支の均衡をとっております。 

 以上により、歳入歳出それぞれ１，６０６万４，０００円を追加し、予算総額は歳入歳

出それぞれ３２億９，７１１万８，０００円となるものであります。 

 何とぞ、慎重に御審議いただいた上、適切な御決定をお願い申し上げます。 
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議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 以上をもって今期定例会に付議されました案件は全て議了いたしました。よって、平成

２５年第３回竹原市議会定例会を閉会いたします。 

              午前１１時２７分 閉会 
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